放射線診断科レジデント研修プログラム
（放射線診断科はカリキュラム上、レジデントとシニアレジデントの区別は行わない。）
［目的　general instructional objective (GIO)］

　癌専門病院における画像診断を総合的に担うために、各種画像診断の基本となる原理や手技を修得すると共に、検査を正しく適応するための態度や知識を修得することを目的に作成された。
［カリキュラム　specific behavioral objective (SBO)］

１．CTの原理、手技、読影を修得する。
　１−１CTの原理を説明できる。（知）
　１−２ヨード造影剤の薬理動態、副作用を理解し、適応の判断と副作用に対する対応ができる。（知・技）
　１−３腹部CTの適応、手技、読影を修得する。（知・技）
　１−４胸部CTの適応、手技、読影を修得する。（知・技）
　１−５頭部・頭頚部CTの適応、手技、読影を修得する。（知・技）
　１−６その他（筋骨格系、乳線等）のCTの適応、手技、読影を修得する。（知・技）
　１−７CTガイド下生検の適応を理解し、手技を修得する。（知・技）
２．MRIの原理、手技、読影を修得する。
　２−１MRIの原理を説明できる。（知）
　２−２各種MRI造影剤の薬理動態、副作用を理解し、適応の判断と副作用に対する対応ができる。（知・技）
　２−３腹部MRIの適応、手技、読影を修得する。（知・技）
　２−４胸部MRIの適応、手技、読影を修得する。（知・技）
　２−５頭部・頭頚部MRIの適応、手技、読影を修得する。（知・技）
３．USの原理、手技、読影を修得する。
　３−１USの原理と適応を説明できる。（知）
　３−２腹部USの適応を理解し、手技を修得する。（知・技）
　３−３乳線、表在USの適応を理解し、手技を修得する。（知・技）
　３−４超音波造影剤の原理と適応を理解する。（知）
　３−５USガイド下生検の手技を修得する。（技）
４．その他の画像診断（単純X線撮影、血管造影、マンモグラフィーなど）の適応と基本的所見を理解し、説明できる。（知）
５．放射線科診断医に求められる基本的な態度と判断力を身につけ、他の医療メンバーと協調する。（態）
６．患者の病態に合った適切な検査手順を判断し、各科からの相談に応じられるようになる。（知）（態）
７．自らが行った診断について客観的に評価し、その後の診療にフィードバックする態度を身につける。（態）
８．各臓器別検討会に出席し、発言する。（態）
９．必要な文献を検索できる。（技）
１０．臨床研究について理解し、議論ができる。（知）（態）
１１．臨床研究の結果を学会発表したり論文投稿できる。（知・技）（態）
１２．放射線科診断専門医試験を受験する。（知）（態）
評価
１．カリキュラムの１から８については各項目について、指導医と研修医自身がそれぞれ相対評価（４段階）にて、適宜および研修終了時に評価する。
２．カリキュラムの１２については、受験の有無と合否にて評価する。
